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問合せ先　：日立建機株式会社　品質保証本部

Ｔｅｌ  ：０２９－８３２－７１０９

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車

の台数
備   考

YDS-NUDA 「ZW220-7」
HCMNUDA0P00030103～HCMNUDA0P00030263

59
令和6年7月23日～令和8年3月2日

不具合の部位（部品名） 方向指示器操作装置の自動復帰機構

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

ショベル・ローダの操縦装置において、方向指示器の自動復帰機構の構造が不適切な
ため、特定のハンドル位置で自動復帰機構を操作すると、機構内部のピンとレバーが干
渉することがある。そのため、方向指示器、又はハンドルの動作を妨げ、正常な運転操
作ができなくなるおそれがある。

改善措置の内容 方向指示器の自動復帰機構を取り外す。

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

リコール届出番号 リコール開始日 令和8年6月5日

届出者の氏名又は名称

　日立建機株式会社

代表執行役執行役社長

先崎　正文

開発・市場品質統括部サービス部コンストラクションサービスグループ

（計5型式） （計5車種）
（製作期間の全体の範囲）

（合計270台）
令和6年7月23日～令和8年3月13日

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び

製作期間

HCMNTMA0C00030103～HCMNTMA0V00030207

市場からの情報による。

48
令和7年7月15日～令和8年3月4日

HCMNTLA0V00030105～HCMNTLA0C00030135
18

令和7年10月8日～令和8年3月13日

HCMNTKA0C00030106～HCMNTKA0P00030366
143

令和6年8月20日～令和8年3月3日

HCMNUEA0H00030103～HCMNUEA0P00030110
2

自動車使用者及び自動車
特定整備事業者に周知さ

せるための措置

・使用者：直接電話またはダイレクトメール等でユーザに連絡する。
・自動車特定整備事業者：使用者を把握しているので、周知のための措置はとらない
・対策完了車については、キャビン、左開口部のドアストライカー付近又は運転席前部カ
バーにNo.5822のステッカーを貼り付ける。

日立

令和7年11月27日～令和8年2月3日

不具合件数 4件 事故の有無

発見の動機

YDR-NTMA 「ZW140-7」

YDR-NTLA 「ZW160-7」

YDR-NTKA 「ZW180-7」

YDS-NUEA 「ZW250-7」

連絡先：国土交通省 物流・自動車局 審査・ リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３６１

ホームページアドレス： https://www.mlit.go.jp


